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■大橋博司先生メモリアル特集

18世紀末における「失語症状」記載の一側面について

大橋　博司

　18世紀末にはすでに何例かの「失語」症状

と思われる記載のあることは周知のところで

あり，例えばドイツの文豪Geotheが“Wil－

helmmeister’s　Lehrjahre　（～1巻，1786）”「こ右

片麻痺を伴うBroca一ないし全失語と思おれ

る症状を記載していますが，これは母方の祖

母Johann　Wolfgang　Textorなる人物の症状

を観察した結果であるとされています。

　Goetheの同時代人である文学者Karl　Phi－

lipp　Moritz（1756－1793）は自らも　Melan　－

cholie性格をもつ特異な作家であり，自叙伝

的な心理小説の先駆とみられる“Anton　Rei－

ser” で有名です。この作家が精神病理学的見

地から行なった仕事の一つは，「経験心理学

雑i誌」“Magazin　zur　Erfahrungs－seelenkunde”

なる刊行物を1783年からその死にいたる1793

年まで10年間にわたって刊行したことでしょ

う。この，世界初めての精神医学的ないし病

態心理学的ジャーナルは，Moritz自身の報

告をはじめ，多くの寄稿者の興味ある症例報

告ないし自己体験が載っていて注目すべきも

のです。この中に2，3の失語症状と思われ

る報告があることは，Benton＆Joynt（Arch．

Neurol．3，205－221，1960）の論文で知っ

ておりましたが，演老は少し前にこの雑誌の

Fakusimil6－Druckを入手する機会がありまし

たので，これらの報告をoriginal　textから紹

介しようと考えました。

　第一例としては，Johan　Johachim　Spalding

（1714－1804）なる報告者の1772年1月31日

づけ，友人への私信でありまして，これが

図1　c．P．　Moritz（1756一玉793）

Magazinの第一巻に掲載されました。　Spal－

dingの自己体験で彼は72年1月31日の朝，

一過性の「語健忘」と「錯語」及び「失書」

「錯書」をきたしたことを告白しています。

受け取った金の領収書を書きはじめたとこ

ろ，「急に語の想起ができなくなったため，

またあらためてゆっくり書いてみたが，その

結果は意志に反して異なった文字になってし

まった」といいます。また受け取り人に話し

かけようとしますが，「意志に反して現れて

くる一連のIdeen以外の言葉を記憶してい

なかったことに気付き」がく然とします。細

心の注意を払って発語しますが，unfδrmliche

oder　ganz　andere　W6rterしか出て来ません

（字性一，語性の錯誤だったのでしょうか）。

彼の言葉を借りると，「発話の内的道具」
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ee　3　Spaldingの失語体験“告白”（1783）

“

innere　Werkzeuge　des　Sprechen”の支配者

たりえず，「脳の激しいたわむれ」“ungestti－

mes　Spiel　des　Gehirns”は約1時間半で終わ

ります。彼の錯書は“fifnfzig　Thaler　fUr　halb－

jahrige　Zeugen”（半年の糧として50ターレ

ル）と書く代わりに，“filnfzig　Thaler　durch

Heilung　des　Bra……となった，ということで

す。彼は自己の障害を見つめる健全な脳の部

分と，混乱した脳の部分とがそのとき共存し

ていた，と記し，どちらが本当の「私」“Ich”

であったかと，自問しています。

　Spaltungの報告に関して同じ年のMagazin

に哲学者Moses　Mendelssohnがかなり長文

の「心理学的考察」を加えており，当時の

「心理学」の考え方がわかりますが，残念な

がらここで立ち入る余裕がありません。

　R．M．　van　Goeus（1748－1810）がMagazin

第7巻（1789）にやはり錯語例を報告してい

ます。ただ残念なことに私が入手したFaksi－

mil6－Druckには肝心の2ページが落丁して

おり，その詳細を伝えることができません。

Benton　ら　（1960）　「こよれぽ，患者は　Utrecht

大学の数学教授の妻で，彼女自身，数学者か

つ天文学者だった由です。主要な言語障害は

「錯語」であり，chairという代わりにtable

と言ったり，また他人が言った言葉を反復で

きなかったり，他の言語で代用したりしたと

いいますから，この数ヵ月間続いた言語障害

は，conduction　aphasiaに近いものであった

かとも思われます。一般に記憶は良く，天文

学的に星の位置を夫に告げることはできたよ

うです。

　Markus　Herz（1748－1803）カミMagazinの

8巻（1791）に報告した症例は，40歳の砲兵

士官で1785年の自験例です。風邪と精神興奮

のあと，舌，両手，両足の完全な麻痺をきた

しています。自発語と復唱がとくに侵されて

いた由です。ところが奇妙なことに，音読は

全くfluentであり，口頭言語とのDiscrepanz

が注昌されました。

　後年Eliasberg（1950）はこのcaseをsub－

cortical　motor　aphaslaとconduction　aphasia

との合併と解したのですが，Bentonら

（1960）はその判定に疑問をもち，むしろ
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図4　M．Mendelssohnによる“Spaldingの体験”

　　に対する心理学的考察（1783）
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図5　M．Herzによる7S6－1793）症例報告（1791）

hysteriaと考えた方がよいのではないか

と言っています。私もBentonの考えの方が

piausib！eかと思います。

　18世紀にはその他にも秀れた症例報告が知

られていますが，なかなかそのoriginal　paper

を見る機会が少ないものですから，今回は

MoritzのMagazinに収録された症例に限定

して報告させていただきました。

（追記：本稿は，大橋博司先生が御逝去なさる直前に，

姫路での第10回日本神経心理学会の演題発表のためにお

ききになっておられた原稿をそのまま採録したものであ

る〕
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